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お知らせ 
 

重要なお知らせ 
本書の内容の一部、または全部を無断で転載したり、複写することは固くお断わりします。 

本書の内容について、改良のため予告なしに変更することがあります。 

本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づきのことがあ

りましたら、お買い求め先へご一報くださいますようお願いいたします。 

本書に準じないで本製品を運用した結果については前項に係わらず責任を負えません。なお、保証

と責任については、搭載システム装置に添付される保証書裏面の「保証規定」をお読みください。 

規制・対策などについて 

□ 電波障害自主規制について 
本製品は、クラス A 情報技術装置です。本製品を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあ

ります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

VCCI-A 

□ 雑音耐力について 
本製品の外来電磁波に対する耐力は、国際電気標準会議規格 IEC61000-4-3「放射無線周波電磁界イミュ

ニティ試験」のレベル 2 に相当する規定に合致していることを確認しております。 
なお、レベル 2 とは、対象となる装置に近づけないで使用されている低出力の携帯型トランシーバから

受ける程度の電磁環境です。 

□ 輸出規制について 
本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸

出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。なお、不明の場合は弊社担当営業にお問い

合わせください。なお、本製品に付属する周辺機器やプレインストールされているソフトウェアも同じ扱

いになります。 

□ 海外での使用について 
本製品は日本国内専用です。国外では使用しないでください。 
なお、他国には各々の国で必要となる法律、規格などが定められており、この製品は適合していません。 

□ 製品の廃棄について 
事業者が廃棄する場合、廃棄物管理表（マニフェスト）の発行が義務づけられています。詳しくは、各都

道府県産業廃棄物協会にお問い合わせください。廃棄物管理表は（社）全国産業廃棄物連合会に用意され

ています。個人が廃棄する場合、お買い求め先にご相談いただくか、地方自治体の条例または規則にした

がってください。 
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登録商標・商標について 
Microsoft、Windows、Windows Server、Hyper-V は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他

の国における登録商標または商標です。 

Linux は Linus Torvalds 氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 

Red Hat は米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の商標または登録商標です。 

そのほか、本マニュアル中の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。 

版権について 
このマニュアルの内容はすべて著作権に保護されています。このマニュアルの内容の一部または全部を、

無断で転載することは禁じられています。 
 
Copyright© Hitachi, Ltd. 2012, 2014. All rights reserved. 

Copyright© Hewlett Packard, Ltd. 2007, 2014 All rights reserved. 
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はじめに 
 
このたびは日立の内蔵ＤＡＴドライブ（以下、ドライブ）をお買い上

げいただき、誠にありがとうございます。このマニュアルは、本ドラ

イブ設置方法や取り扱いの注意など、使用するために必要な事柄につ

いて記載しています。 

マニュアルの表記 

□ マークについて 
マニュアル内で使用しているマークの意味は次のとおりです。 

 

これは、死亡または重大な傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在を示すのに

用います。 

 

これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存

在を示すのに用います。 

 
これは、人身傷害とは関係のない損害を引き起こすおそれのある場合に用います。 

 
本製品の故障や障害の発生を防止し、正常に動作させるための事項を示します。 

 
本製品を活用するためのアドバイスを示します。 
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□ オペレーティングシステム（OS）の略称について 
本マニュアルでは、次の OS 名称を省略して表記します。 

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Standard 日本語版 
（以下 Windows Server 2012 R2 Standard または Windows Server 2012 R2、Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Datacenter 日本語版 
（以下 Windows Server 2012 R2 Datacenter または Windows Server 2012 R2、Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2012 Standard 日本語版 
（以下 Windows Server 2012 Standard または Windows Server 2012, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2012 Datacenter 日本語版 
（以下 Windows Server 2012 Datacenter または Windows Server 2012, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 R2 Standard または Windows 2008 R2, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Enterprise 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 R2 Enterprise または Windows2008 R2, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Datacenter 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 R2 Datacenter または Windows2008 R2, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Standard または Windows2008, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Enterprise または Windows2008, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Datacenter 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Datacenter または Windows2008, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V® 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Standard without Hyper-V または 
Windows Server 2008 Standard または Windows2008, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V® 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Enterprise without Hyper-V または 
Windows Server 2008 Enterprise または Windows2008, Windows） 

Microsoft® Windows Server® 2008 Datacenter without Hyper-V® 日本語版 
（以下 Windows Server 2008 Datacenter without Hyper-V または 
Windows Server 2008 Datacenter または Windows2008, Windows） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.5 （64-bit x86_64） 
（以下 RHEL 6.5 （64-bit x86_64) または RHEL 6.5, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.5 （32-bit x86） 
（以下 RHEL 6.5 （32-bit x86) または RHEL 6.5, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.4 （64-bit x86_64） 
（以下 RHEL 6.4 （64-bit x86_64) または RHEL 6.4, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.4 （32-bit x86） 
（以下 RHEL 6.4 （32-bit x86) または RHEL 6.4, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.2 （64-bit x86_64） 
（以下 RHEL 6.2 （64-bit x86_64） または RHEL 6.2, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux Server 6.2 （32-bit x86） 
（以下 RHEL 6.2 （32-bit x86) または RHEL 6.2, RHEL 6 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux 5.7 （AMD/Intel64） 
（以下 RHEL 5.7 （AMD/Intel64) または RHEL 5.7, RHEL 5 , Linux） 

Red Hat Enterprise Linux 5.7 （x86） 
（以下 RHEL 5.7 （x86) または RHEL 5.7, RHEL 5 , Linux） 
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□ 内蔵ＤＡＴドライブの略称について 
本マニュアルでは、次の内蔵ＤＡＴドライブの形名名称を省略して表記します。 

名称  内蔵ＤＡＴドライブ (3.5 インチ)  形名 ｢GQ-UD571A｣、 ｢GQ-UD571AEX｣ 

セット形名 ｢GQ-SUD571A****｣、 ｢GQ-SUD571A****EX｣ 

（以下 UD571A） 

名称  内蔵ＤＡＴドライブ (5 インチ)  形名 ｢GQ-UD572A｣、 ｢GQ-UD572AEX｣ 

セット形名 ｢GQ-SUD572A****｣、 ｢GQ-SUD572A****EX｣ 

（以下 UD572A） 

* はアルファベットもしくは数字が入ります 
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お問い合わせ先 
ここでは、ご質問や不具合の内容に応じたお問い合わせ先をご案内しています。 

□ 最新情報・Ｑ＆Ａ・ダウンロードは 
「HA8000 ホームページ」で、製品情報や重要なお知らせ、技術情報、ダウンロードなどの 新情報を提

供しております。 

ホームページアドレス    http://www.hitachi.co.jp/ha8000/ 

 

ハードウェア情報 

ハードウェアアーキテクチャーガイドなどの技術情報を提供しています。必要に応じてご利用

ください。 

ダウンロード検索 

新のドライバやユーティリティ、ＢＩＯＳ、ファームウェアアップデートプログラムなどを

提供しています。 

各アップデートプログラムの適用についてはお客様の責任にて実施していただきますが、シス

テム装置を安全にご使用いただくためにも、ホームページの［ダウンロード検索］は定期的に

アクセスして、 新のドライバやユーティリティ、ＢＩＯＳ、ファームウェアへ更新いただく

ことをお勧めします。 

なお、お客様によるＢＩＯＳ、ファームウェアアップデート作業が困難な場合は、有償でアッ

プデート作業を代行するサービスを提供いたします。詳細はお買い求め先にお問い合わせくだ

さい。 

ソフトウェア情報 

OS に関する情報を提供しています。必要に応じてご利用ください。 

Q&A（よくある質問と回答） 

電話で寄せられるお問い合わせの中から、よくあるご質問とその回答を掲載しています。 

随時 新の情報を追加・更新しておりますので、電話で問い合わせて頂く前に一度ご確認くだ

さい。 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/index.html
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□ 操作や使いこなしについて 
本製品のハードウェアについての技術的なお問い合わせは、HCA センタ（HITAC カスタマ・アンサ・セ

ンタ）でご回答いたしますので、次のフリーダイヤルにおかけください。受付担当がお問い合わせ内容を

承り、専門エンジニアが折り返し電話でお答えするコールバック方式をとらせていただきます。 

HCA センタ（HITAC カスタマ・アンサ・センタ） 

  0120-2580-91 
受付時間 

9:00 - 12:00/13:00 - 17:00（土・日・祝日、年末年始を除く） 

お願い 

 お問い合わせになる際に次の内容をメモし、お伝えください。お問い合わせ内容の確認をス

ムーズに行うため、ご協力をお願い致します。 

形名 ／ インストールＯＳ 

 質問内容を FAX でお送りいただくこともありますので、ご協力をお願いいたします。 

 HITAC カスタマ・アンサ・センタでお答えできるのは、製品のハードウェアの機能や操作方

法などです。ハードウェアに関する技術支援や、OS や各言語によるユーザープログラムの

技術支援は除きます。 

ハードウェアや OS の技術的なお問い合わせについては有償サポートサービスにて承りま

す。 

 明らかにハードウェア障害と思われる場合は、販売会社または保守会社にご連絡ください。 

 

□ ハードウェア障害について 
システム装置の深刻なエラーが発生したときは、お買い求め先の販売会社または、ご契約の保守会社にご

連絡ください。ご連絡先はご購入時にお控えになった連絡先をご参照ください。なお、日立コールセンタ

でもハードウェア障害に関するお問い合わせを承っております。 
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□ 欠品・初期不良・故障について 

本製品の納入時の欠品や初期不良および修理に関する問い合わせは日立コールセンタにご連絡ください。 

日立コールセンタ 

  0120-921-789 
受付時間 

9:00 - 18:00（土・日・祝日、年末年始を除く） 

お願い 

お電話の際には、製品同梱の保証書をご用意ください。 

Web による問い合わせは次へお願いします 

https://e-biz.hitachi.co.jp/cgi-shell/qa/rep_form.pl?TXT_MACTYPE=1 
 
□ 技術支援サービスについて 

ハードウェアやソフトウェアの技術的な問い合わせについては「技術支援サービス」による有償サポート

となります。 

総合サポートサービス「日立サポート３６０」 

ハードウェアと Windows や Linux など OS を一体化したサポートサービスをご提供いたします。詳細

は次の URL で紹介しています。 

 ホームページアドレス 

http://www.hitachi.co.jp/soft/symphony/ 
 

インストールや運用時のお問い合わせや問題解決など、システムの円滑な運用のためにサービスのご契約

をお勧めします。 

HA8000 問題切り分け支援・情報提供サービス 

ハードウェアとソフトウェアの問題切り分け支援により、システム管理者の負担を軽減します。詳細は次

の URL で紹介しています。 

 ホームページアドレス 

http://www.hitachi.co.jp/soft/HA8000/ 
 

運用時の問題解決をスムーズに行うためにサービスのご契約をお勧めします。 

なお、本サービスには OS の技術的なサービスは含まれません。 OS の技術支援サービスを必要

とされる場合は「日立サポート 360」のご契約をお勧めします。 

 

 

https://e-biz.hitachi.co.jp/cgi-shell/qa/rep_form.pl?TXT_MACTYPE=1
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安全にお使いいただくために 安全にお使いいただくために 
安全に関する注意事項は、下に示す見出しによって表示されます。これは安全警告記号と「警告」、「注意」および「通

知」という見出し語を組み合わせたものです。 
安全に関する注意事項は、下に示す見出しによって表示されます。これは安全警告記号と「警告」、「注意」および「通

知」という見出し語を組み合わせたものです。 

これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に注意を喚起するた

めに用います。起こりうる傷害または死を回避するために、このシンボルのあとに続く安全

に関するメッセージに従ってください。 

これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に注意を喚起するた

めに用います。起こりうる傷害または死を回避するために、このシンボルのあとに続く安全

に関するメッセージに従ってください。 

これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の存在を示すのに用

います。 
これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の存在を示すのに用

います。 

これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在

を示すのに用います。 
これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在

を示すのに用います。 

  

これは、人身傷害とは関係のない損害を引き起こすおそれのある場合に用います。 これは、人身傷害とは関係のない損害を引き起こすおそれのある場合に用います。 

  

 
 

【表記例１】感電注意 
△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」などの注意事項の絵

が描かれています。 

【表記例１】感電注意 
△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」などの注意事項の絵

が描かれています。 

【表記例２】分解禁止 
 の図記号は行ってはいけないことを示し、 の中に「分解禁止」などの禁止事項の絵が描

かれています。 

【表記例２】分解禁止 
 の図記号は行ってはいけないことを示し、 の中に「分解禁止」などの禁止事項の絵が描

かれています。 

なお、なお、 の中に絵がないものは、一般的な禁止事項を示します。 

【表記例３】電源プラグをコンセントから抜け 
●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコンセントから抜け」

などの強制事項の絵が描かれています。 

なお、 は一般的に行っていただきたい事項を示します。 

 
安全に関する共通的な注意について 

次に述べられている安全上の説明をよく読み、十分理解してください。 

操作は、このマニュアル内の指示、手順に従って行ってください。 

本製品やマニュアルに表示されている注意事項は常に守ってください。 

本製品を搭載するシステム装置のマニュアルも参照し、記載されている注意事項を必ず守ってください。 

これを怠ると、人身上の傷害やシステムを含む財産の損害を引き起こすおそれがあります。 

操作や動作は 

マニュアルに記載されている以外の操作や動作は行わないでください。 
本製品について何か問題がある場合は、お買い求め先にご連絡いただくか保守員をお呼びください。 

自分自身でもご注意を 

本製品やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものです。それでも、予測を超えた事態が起こる

ことが考えられます。操作に当たっては、指示に従うだけでなく、常に自分自身でも注意するようにしてください。 
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安全にお使いいただくために（続き） 
 

一般的な安全上の注意事項 
本製品の取り扱いにあたり次の注意事項を常に守ってください。 

 
梱包用ポリ袋について 

本製品の梱包用エアーキャップなどのポリ袋は、小さなお子様の手の届くところに置かないでください。

かぶったりすると窒息するおそれがあります。 

 

製品の損害を防ぐための注意 

 
落下などによる衝撃 

落下させたりぶつけるなど、過大な衝撃を与えないでください。内部に変形や劣化を生じ、そのまま使用

すると発煙、故障するおそれがあります。 

修理・改造・分解 

自分で修理や改造・分解をしないでください。発煙や故障の原因になります。 

本製品内部への異物の混入 

メディア挿入口などから、内部にクリップや虫ピンなどの金属類や燃えやすい物などを入れないでくださ

い。そのまま使用すると、発煙や故障の原因になります。 

接続端子への接触 

コネクタなどの接続端子に手や金属で触れたり、針金などの異物を入れたりしないでください。また、金

属片のある場所に置かないでください。発煙したり接触不良などにより故障の原因になります。 
 

ヘッドクリーニングについて 

ヘッドクリーニングは定期的に行ってください。ヘッドクリーニングを行わないとカートリッジのデータ

損失だけでなく、ドライブ故障の原因になります。 
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安全にお使いいただくために（続き） 
 

製品の損害を防ぐための注意（続き） 
カートリッジの取り扱い 

カートリッジは次のことに注意して取り扱ってください。取り扱いを誤るとデータの損失だけでなく、ド

ライブ故障の原因になります。 

♦ カートリッジからごみや水分を取り除くのにドライヤーは使わないでください。 
♦ カートリッジに字を書いたり傷つけたりしないでください。 
♦ カートリッジの記録面には触らないでください。 
♦ お子様がカートリッジを傷つけたり触らないよう、手の届かないところに保管してくださ

い。 
♦ カートリッジをドライブに装着したままにせず、必要時以外はドライブから取り出してく

ださい。 
♦ カートリッジをイジェクトされた状態で長時間放置せず、すみやかにドライブから取り出

してください。 

カートリッジ寿命について 

カートリッジ寿命（ほこりや粉塵がない環境において３ヵ月から６ヵ月）を超えたカートリッジやヘッド

クリーニングを行ってもクリーニング要求ランプが点滅するカートリッジを使い続けた場合は、データ損

失だけでなく、ドライブ故障の原因になります。カートリッジの寿命を超えたメディアやクリーニング要

求ランプが点滅するよな不良メディアは使用せずに新しいメディアに交換してください。 

消耗品について 

消耗品は指定されたものをご使用ください。指定以外のものを使用すると製品の信頼性を低下させるだけ

でなく、故障の原因になります。 

本ドライブの搭載について 

本ドライブは、本ドライブの搭載及び動作をサポートしているシステム装置でご使用ください。それ以外

のシステム装置に搭載すると、接続仕様の違いにより故障の原因となります。サポートの有無については、

システム装置のマニュアルなどでご確認ください。。 
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安全にお使いいただくために（続き） 
 

本マニュアル内の警告表示 
 

 
 

本マニュアル内にはありません。 

 

 
 

本マニュアル内にはありません。 

 

 
 

動作中のカートリッジ出し入れ禁止について 

Tape ランプが点滅中にカートリッジを出し入れすると、ドライブまたはカートリッジが壊れることがあ

ります。 

『関連ページ』 → 25 ページ 

システム装置の電源を切る前のカートリッジ取り出しについて 

システム装置の電源を切るときは、カートリッジを取り出してからにしてください。カートリッジが取り

出せなくなることがあります。。また、カートリッジを入れたまま誤ってシステム装置の電源を切ると、

カートリッジが壊れることがあります。 

『関連ページ』 → 25 ページ 

 

 



 

14 

 

目次 
お知らせ ...................................................................................................... 2 

重要なお知らせ .................................................................................................................. 2 
規制・対策などについて ................................................................................................... 2 
登録商標・商標について ................................................................................................... 3 
版権について ..................................................................................................................... 3 

はじめに ...................................................................................................... 4 
マニュアルの表記 .............................................................................................................. 4 
お問い合わせ先 .................................................................................................................. 7 

安全にお使いいただくために .................................................................... 10 
一般的な安全上の注意事項 ............................................................................................. 11 
製品の損害を防ぐための注意 ......................................................................................... 11 
製品の損害を防ぐための注意（続き） .......................................................................... 12 
本マニュアル内の警告表示 ............................................................................................. 13 

1 お使いになる前に .............................................................. 15 
ご確認いただくこと ........................................................................................................ 15 
バックアップ業務の安定運用ガイド .............................................................................. 15 
制限事項 ........................................................................................................................... 16 

2 本製品の概要 ..................................................................... 17 
特徴 .................................................................................................................................. 17 
構成品の確認 ................................................................................................................... 17 

3 本製品の接続および設定 ................................................... 18 
システム構成および接続方法 ......................................................................................... 18 
ハードの設定 ................................................................................................................... 18 
ドライバのセットアップ ................................................................................................. 19 

4 本製品の使いかた .............................................................. 22 
ボタンとランプ ................................................................................................................ 22 
カートリッジを入れる・取り出す .................................................................................. 24 
カートリッジについて .................................................................................................... 26 
取り扱いについて ............................................................................................................ 27 

5 困ったときには ................................................................. 28 

6 お手入れと交換品 .............................................................. 29 
ヘッドクリーニングについて ......................................................................................... 29 
カートリッジの清掃 ........................................................................................................ 30 
定期交換 ........................................................................................................................... 30 
消耗品 ............................................................................................................................... 30 

7 仕様 ................................................................................... 31 
ハード仕様 ....................................................................................................................... 31 
サポート OS .................................................................................................................... 31 



 

15 

 

 

1 
お使いになる前に 

この章では、本ドライブをご使用になる前に知っておいていただきた

い内容について説明します。 

ご確認いただくこと 
ご使用になる前に次のことをご確認ください。万一不具合がありましたらお手数ですが、お買い求め先に

ご連絡ください。 

形式がご注文通りのものですか。 

輸送中に破損したと見られる個所はありませんか。 

添付品一覧表記載の付属品はすべてそろっていますか。 

また、別紙で追加情報が同梱されているときは、内容を確認してください。 

 

バックアップ業務の安定運用ガイド 
テープ装置を使用してバックアップ業務を行うための留意点についてまとめた運用ガイド（バック

アップ業務の安定運用ガイド）が掲載されています。併せてご参照ください。 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/prod/catalog/index.html 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/prod/catalog/index.html


 

16 

 

 

制限事項 
本ドライブの使用環境および使用方法における制限について説明します。 

□ 本ドライブの使用環境 
 本ドライブは、搭載されるシステム装置の設置環境で定義された温度 / 湿度の環境で使用できますが、長くお使

いいただくためには 30℃以下のほこりの多くない場所でお使いください。 

 カートリッジは 5 - 32℃の場所で保管してください。 

 過去に下記環境に設置された事が原因で繰り返しバックアップ障害に至ったケースがあります。同様の環境は使

用しないように注意してください。 

♦ 超音波加湿器から発生する塩素粉塵の影響  →同一室内で使用しない。 
♦ ラインプリンタから発生する紙粉の影響    →同一室内で使用しない。 
♦ 静電防止スプレーの使用の影響            →同一室内でスプレー類は使用しない。 
♦ 芳香剤の影響                            →同一室内で芳香剤は設置しない。 
♦ コピー機 / ページプリンタからの排出されるオゾン排気の影響  

 →排気口から３ｍ以上遠ざける。 
♦ 床下からの吹き上げ空調の影響でのホコリ混入  

 →排気口から３ｍ以上遠ざける。 

 
□ 本ドライブの取り扱いに伴う制限事項 

 本ドライブの使用、または故障により生じたデータの損失ならびに、その他直接／間接の損壊につきましては、

弊社は一切責任を負いかねます。重要なデータに関しては、複数のカートリッジに退避するなど、万一に備えて

常にバックアップを行っていただくことを推奨致します。 

 本ドライブの障害によってカートリッジが取り出せなくなった場合、そのカートリッジはご返却できません。あ

らかじめご了承ください。 

 本ドライブ使用中は CPU 負荷の高いソフトウェアの実行は控えてください。 CPU 負荷の高いソフトウェア実

行中はドライブの読み書き性能が劣化する場合がございます。 

 本ドライブは OS 上の「ハードウェアの安全な取り外し」操作を行うと、ドライブが OS 上から認識しなくな

ります。誤って取り外し操作を行った際は再起動の必要があります。 

 ドライブアクセス中に他の USB デバイスの抜き挿しを行わないでください。データを正しく読み書きできなか

ったり、処理が正常動作しないことがあります。 
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2 
本製品の概要 

この章では本ドライブの概要について説明します 

特徴 
本ドライブはＤＡＴ７２規格に準拠したＵＳＢインターフェースのテープバックアップ装置で、 大３６

ＧＢ（非圧縮）のバックアップが可能なテープバックアップ装置です。ＵＤ５７１Ａは３．５インチベイ

タイプ、ＵＤ５７２Ａは５インチベイタイプです。 

 

構成品の確認 
本ドライブをお使いになる前に、本ドライブに添付されている添付品一覧表をご使用いただき、構成品が

揃っていることを確認してください。万一、不足の品がありましたら、お手数ですが、お買い上げの担当

営業までご連絡ください。 

   



 

18 

 

3 
本製品の接続および設定 

この章では、本ドライブの接続方法および設定について説明します。 

システム構成および接続方法 
システム装置への搭載方法についてはシステム装置添付のマニュアルをご参照ください。 

 

ハードの設定 
本ドライブについてのハード設定はありません。 

 

 

 

 

 

 

（UD571A の背面） 

 

（UD572A の背面） 
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ドライバのセットアップ 

□ Ｗｉｎｄｏｗｓの場合 
本ドライブについては CA ARCserve Backup, JP1/Veritas Backup EXEC ともにドライバのセットア

ップが必要になります。ただし「Hitachi Server Navigator」DVD 02 - 10 以降を使ってインストールし

た場合は、ドライバが自動インストールされるため、ドライバのインストールは不要です。 

ドライバは USB （マスストレージ）ドライバと DAT ドライバの２つのドライバセットアップが必要で

す。ドライバは「Hitachi Server Navigator」DVD に収録されています。インストール方法は下記のと

おりです。 

ただし、Windows 2012 R2 の USB ( マスストレージ ) ドライバは OS 標準ドライバ適用のため、ドライ

バのセットアップは不要です。 

 

ＵＳＢ（マスストレージ）ドライバのセットアップ 

1 デバイスマネージャを起動させて、「ユニバーサルシリアルバスコントローラ」を展開し、

「USB 大容量記憶装置」を選択します。 

2 マウスの右クリックメニューの「ドライバソフトウェアの更新」にてドライバを更新し

ます。 

3 ドライバファイルは OS ごとに下記に示すフォルダに収録されています、フォルダ指定

して（指定ファイルは HPUSBMSC.inf）、ドライバをセットアップしてください。 

「Hitachi Server Navigator」DVD 02 - 0x の収録フォルダ 
 

♦ Windows 2008 32bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥USBDAT¥x86 
♦ Windows 2008 64bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥USBDAT¥x64 
♦ Windows 2008 R2 の場合  X:¥WinSrv2008R2¥Drivers¥USBDAT¥x64 

（X：は DVD-ROM/DVD-RAM のドライブレター、デフォルトは D：） 

 
 
 

「Hitachi Server Navigator」DVD 02 - 0x には Windows 2012 のドライバは収録

されておりません。下記 URL からダウンロードしてお使いください。  
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/usbdat12.html 

「Hitachi Server Navigator」DVD 02 – 1x 以降 の収録フォルダ 

♦ Windows 2008 32bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x86 
♦ Windows 2008 64bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 
♦ Windows 2008 R2 の場合 X:¥WinSrv2008R2¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 
♦ Windows 2012 の場合 X:¥WinSer2012¥ Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 

（X：は DVD-ROM/DVD-RAM のドライブレター、デフォルトは D：） 

 

 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/usbdat12.html
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4 正常にインストールされると、「ユニバーサルシリアルバスコントローラ」の下に「HP 

USB Mass Storage Device」として表示されます。 

  

セットアップ前 セットアップ後 

ＤＡＴドライバのセットアップ 

5 引き続きデバイスマネージャにて、「ほかのデバイス」を展開し、「HP C7438A USB 
Device」を選択します。 

6 マウスの右クリックメニューの「ドライバソフトウェアの更新」にてドライバを更新し

ます。 

7 ドライバファイルは OS ごとに下記に示すフォルダに収録されています、フォルダ指定

して（指定ファイルは HPDAT.inf）、ドライバをセットアップしてください。 

「Hitachi Server Navigator」DVD 02 – 0x の収録フォルダ 
 

♦ Windows 2008 32bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥USBDAT¥x86 
♦ Windows 2008 64bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥USBDAT¥x64 
♦ Windows 2008 R2 の場合  X:¥WinSrv2008R2¥Drivers¥USBDAT¥x64 

（X：は DVD-ROM/DVD-RAM のドライブレター、デフォルトは D：） 

 
 
 

「Hitachi Server Navigator」DVD 02 - 0x には Windows 2012 /Window2012 R2
のドライバは収録されておりません。下記 URL からダウンロードしてお使いくださ

い。  

Windows2012のURL 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/usbdat12.html 

Windows2012 R2のURL 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/12345787.htmll 

 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/usbdat12.html
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/12345787.html
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「Hitachi Server Navigator」DVD 02 - 1x 以降の収録フォルダ 

♦ Windows 2008 32bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x86 
♦ Windows 2008 64bit 版 OS の場合 X:¥WinSrv2008¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 
♦ Windows 2008 R2 の場合 X:¥WinSrv2008R2¥Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 
♦ Windows 2012 の場合 X:¥WinSer2012¥ Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 
♦ Windows 2012 R2 の場合 X:¥WinSer2012R2¥ Drivers¥TAPE¥USBDAT_01¥x64 

（X：は DVD-ROM/DVD-RAM のドライブレター、デフォルトは D：） 

 
 
 

「Hitachi Server Navigator」DVD 03 - 00 以前は Window2012 R2のドライバは収

録されておりません。下記 URL からダウンロードしてお使いください。  
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/12345787.htmll 

 
8 正常にインストールされると、「テープドライブ」の下に「Hewlett Packard DAT72 USB 

drive」として表示されます。 

  

セットアップ前 セットアップ後 

 
 
 

Windows2008, Windows2008R2, Windows 2012 Windows2012R2 は OS 
機能としてテープデバイスをサポートしておりません。別途バックアップソフ

トウェアが必要になります。 
 

□ Ｌｉｎｕｘの場合 
ドライバのセットアップは不要です。 

 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/OSD/pc/ha/download/drv/drv_htm/12345787.html
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4 
本製品の使いかた 

この章では、本ドライブの使いかたについて説明します。 

ボタンとランプ 

 

UD571A フロント面 

 

UD572A フロント面 

□ Ａ：フロントカバー 
フロントカバーをあけるとカートリッジ挿入口があります。カバーは手前に引くと開きます。 
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□ Ｂ：イジェクトボタン 
カートリッジを取り出すときに押します。アプリケーション側からロックがかかり、イジェクトボタンを

押してもカートリッジが排出されない場合ありますが、この場合は、アプリケーションを終了させてくだ

さい。 

 

□ Ｃ：ビジーインジケータ 

Tape ランプ（グリーン） 

ランプの状態 内容 
消灯 ドライブ内にカートリッジが入っていない状態です。 
点灯 ドライブ内にカートリッジが入っている状態です。 

速い点滅 ライトもしくはリード中であることを示します。 
遅い点滅 カートリッジのロード・アンロード中であることを示します。 

 

Clean ランプ（オレンジ） 

ランプの状態 内容 
消灯 正常状態です。 
点滅 エラーレートが高い状態です。ヘッドクリーニングを実施してください。

ヘッドクリーニング後も改善しない場合はカートリッジの劣化が考えられ

ます、新しいカートリッジに交換してください。 
点灯 ハードウェアエラーです。再起動しても改善しない場合はお買い求め先に

ご連絡いただくか保守員にご連絡してください。 
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カートリッジを入れる・取り出す 
 
□ カートリッジを入れる 

カバーを手前に引き上げて、カートリッジの表面を上にしてカートリッジが挿入口にセットされるまで押

し込みます。 

 
  

 

カートリッジはゆっくりと奥まで挿入してください。正しく挿入されるとロー

ドが行われ、Tape ランプが点滅した後、点灯に変わります。 
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□ カートリッジを取り出す 

 
Tape ランプが点滅中にカートリッジを出し入れすると、ドライブまたはカートリッジが壊れる

ことがあります。 

システム装置の電源を切るときは、カートリッジを取り出してからにしてください。カートリッ

ジが取り出せなくなることがあります。また、カートリッジを入れたまま誤ってシステム装置の

電源を切ると、カートリッジが壊れることがあります。 

 

Tape ランプが点滅していないことを確認して、イジェクトボタンを押します。 
テープの巻き戻しが行われ、しばらくするとカートリッジが排出されます。 

 

 
 

 
電源が入っているときしかカートリッジは取り出せません。またコマンドでイ

ジェクトボタンによるカーリッジの取り出しを禁止しているときは、イジェク

トボタンを押しても取り出せません。 
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カートリッジについて 
 
□ カートリッジの種類 

使用できるカートリッジは DAT72，DDS4，DDS3 カートリッジです。 

 
 

DDS2,DDS1, オーディオ DAT などの他の 4mmDAT カートリッジは使用で

きません。本ドライブは DAT72 カートリッジを基準に設計されているため、

DDS3/DDS4 テープを連続で使用するとヘッドの偏磨耗により、DAT72 カー

トリッジ使用時に読み取り／書き込み不良を起こすことがあります。特に必要

がある場合を除き DAT72 カートリッジを使用することをお勧めします。 

 

 

 
□ カートリッジのライトプロテクト 

ここでは、カートリッジへの書き込みを禁止する方法を説明します。大切なデータを誤って消

してしまうことがなくなります。 

 

カートリッジの背中にあるライトプロテクトタブを矢印の向きにスライドする事で、 
カートリッジへの書き込みが禁止されます。 
 

 

□ カートリッジのラベル 
カートリッジラベルはカートリッジの背中（ライトプロテクトタブがある面）とカートリッジ

挿入時の上面に貼ることができますが、カートリッジ挿入時の上面にはラベルを貼らないよう

にしてください。ラベルが剥がれた場合にはドライブ内部に侵入し、障害になる場合がありま

す。 
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取り扱いについて 
 
□ 本ドライブの取り扱い 

■ 定期的なヘッドクリーニングを行ってください。 

■ 長期間（１ヶ月以上）使用していないドライブをそのまま使用すると、ドライブのヘッドやテープ走行

メカに堆積した塵やホコリの影響で正常に動作しないだけでなく、テープならびにヘッドを傷める事が

あります。長期間（１ヶ月以上）使用していないドライブを使用する際は、ヘッドクリーニングを１回

行った後、使用してください。（カートリッジをセットした状態で放置していた場合、放置したカート

リッジのテープ磁性面には塵やホコリが堆積するため、放置したカートリッジは劣化し使用できない事

があります。） 

■ 一般的なバックアップ運用では、バックアップ取得時間を深夜または早朝に設定されるケースが多くみ

うけられますが、バックアップ取得時間帯の温度 / 湿度条件がシステム装置の温度 / 湿度条件に一致

しているかを確認してください。２４時間空調されている環境以外では、夜間空調がＯＦＦされた場合、

夏季はシステム装置からの温度が加味され高温となり、冬季は外気の影響で低温となるため、この影響

でバックアップ障害に至る場合があります。２４時間空調されている場合以外では空調がＯＮとなって

いる時間帯でのバックアップ設定を推奨します。 
 
□ カートリッジの取り扱い 

■ カートリッジの寿命は、ほこりや粉塵がない環境において３ヵ月から６ヵ月です。ただし、ほこりや粉

塵がカートリッジに付着するとリード／ライトエラーが発生するため、上記期間に満たなくても寿命と

なります。 

■ ドライブのクリーニング要求ランプが点滅した場合、ヘッド部の汚れまたはカートリッジの劣化が考え

られますのでヘッドクリーニングを行ってください。ヘッドクリーニングを行ってもクリーニング要求

ランプが点滅する場合はカートリッジを新しいものに交換してください。 

■ 寿命に達したカートリッジの使用はヘッドなどを傷つけ、ドライブの故障やデータ破壊の原因となりま

すので、使用しないでください。新しいカートリッジと交換してください。 

■ カートリッジの保管場所と使用場所に温度差がある場合は、 低２時間以上、使用場所でケースに入れ

たまま放置した後、セットしてください。（結露が考えられる場合は半日以上放置してください。） 

■ カートリッジを、磁場の強い場所（ＣＲＴディスプレイ、モーター付近など）、湿気の多い場所、直射

日光の当たる場所には絶対に放置しないでください。 

■ 新品カートリッジ導入時には、ドライブとカートリッジの馴染みをよくする意味で、３回程テープのロ

ード／アンロードを実施してください。 

■ 複数台のドライブを使用している場合は、ドライブ製造時の個体差の影響を低減するため、ドライブと

使用するカートリッジの組み合わせは固定してください。（１つのカートリッジを複数のドライブで使

用しないでください。） 

■ カートリッジを保管する場合は、塵やホコリの影響を無くすため、必ずカートリッジケースに格納した

状態で保管してください。 

■ カートリッジを床下や、空調機 / コンピュータ機器の通風孔など、風の流れのある場所に置かないでく

ださい。 

■ カートリッジは温度 5 - 32 ℃ / 湿度 20 - 60 ％の環境で保管してください。 

■ カートリッジごとに下記の項目についての管理をおすすめしております。 
♦ 新規導入日・・・使用を開始した年月日を記録します。 
♦ 障害発生日・・・カートリッジの障害履歴を記録します。 
♦ 破棄予定日・・・カートリッジの交換（破棄）する年月日を記録します。 
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5 
困ったときには 

この章では、本ドライブが正常に動作しないときの対処方法を説明し

ます。次の対処法を行っても不具合が改善されない場合は、お買い求

め先にご連絡いただくか保守員をお呼びください。 

No 不具合現象 確認事項・対処方法 
１ カートリッジが挿入／排

出できない。 
・本ドライブが使用できるカートリッジかどうか確認してください。 
・バックアップアプリケーションの設定に問題がないか確認してください。 
確認後、システム装置をシャットダウンして電源を一度 OFF してから再度 
立ち上げてください。 

・再起動しても改善しない場合はお買い求め先にご連絡いただくか保守員を 
お呼びください。 

２ Ｃｌｅａｎランプが点滅

する。 
・ヘッドクリーニングを行ってください。 
ヘッドクリーニングを行っても改善されない場合はカートリッジ側の問題

が考えられますので、新しいカートリッジに交換してください。 
３ Ｃｌｅａｎランプが点灯

する。 
・ハードエラーが発生しています。 

再起動しても改善しない場合はお買い求め先にご連絡いただくか保守員を

お呼びください。 
４ バックアップアプリケー

ションにエラーが出力さ

れる。 

・バックアップアプリケーションの設定に問題がないか，使用したカートリッ 
ジに問題がないか確認してください。確認後、システム装置をシャットダウ 
ンして電源を一度 OFF してから再度立ち上げてください。 

・書き込み／読み込み系のエラー（メディアエラー等）の場合は、ヘッドク

リーニングを行い、新しいカートリッジに交換してください。 
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6 
お手入れと交換品 

この章では、日常のお手入れ方法や交換が必要となる有寿命部品につ

いて説明します。 

ヘッドクリーニングについて 
下記を目安に定期的、またドライブ前面のＣｌｅａｎランプが点滅したときにヘッドクリーニングを行っ

てください。また、エラー発生時などにもヘッドクリーニングをしてください。 

 

１日のテープ使用頻度 ヘッドクリーニング 

4 時間未満 週に １ 回 
4 - 12 時間 週に ２ 回 
12  時間 毎日 

 

 

 
ヘッドクリーニングを行った際は、日付と使用回数を記録してください。クリ

ーニングカートリッジの使用限度回数は約 50 回です。 

ヘッドクリーニングを行っても改善されない場合はカートリッジ側の問題が

考えられますので、新しいカートリッジに交換してください。 

 
 

□ ヘッドクリーニングのしかた 
システム装置を立ち上げて、クリーニングカートリッジをドライブに挿入します。自動的にヘ

ッドクリーニングが行われます。ヘッドクリーニングが終了すると、クリーニングカートリッ

ジは自動的に排出されます。 

 

使用限度回数を超えたクリーニングカートリッジを使用した場合、ヘッドクリ

ーニングは行われず、すぐに排出されます。新しいクリーニングテープに交換

しお使いください。 
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カートリッジの清掃 
カートリッジ（クリーニングカートリッジも含む）のケース表面に汚れがあるとカートリッジが正しくロ

ード／アンロードできずにバックアップエラーに至る場合があります。定期的に乾いた布または水を少量

付け固く絞った布などでカートリッジのケース表面を清掃してください。 

 

定期交換 
本ドライブは使用しているうちに劣化・消耗する有寿命部品のため、定期的に交換してください。これら

有寿命部品の価格および納期については、お買い求め先にご相談ください。 

 

品名 適用製品形名 寿命 
ＤＡＴドライブ ＵＤ５７２Ａ ３年 *1*2 
ＤＡＴドライブ ＵＤ５７１Ａ ３年 *1*2 

*1: 定期的にヘッドクリーニングを実施し、常に清潔に保った場合です。 

*2: 「環境仕様」で規定された設置環境において、1 日 24 時間、1 ヶ月 30 日の通電および 1 日 4 時間のバ

ックアップ使用を想定したときの設計寿命です。上記の環境条件を超えて使用した場合、装置の故障および寿

命の劣化につながります。    

消耗品 
次の消耗品については、お買求め先にご連絡ください。 

分類 適用部品の形名 消耗品名 形名 
内蔵ＤＡＴ 
ドライブ 

UD572A 
UD571A 

データカートリッジ HS-4/170 * （DAT72） 
HS-4/150 * （DDS4） 
HS-4/125 * （DDS3） 

クリ－ニングカートリッ

ジ 
HS-4/CL *  
 

           * には１文字以上のアルファベットが入ります。（例：HS-4/170 XJ） 
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7 
仕様 

この章では本ドライブの仕様について説明します。 

ハード仕様 

項目仕様 仕様 

形名 UU572A UD571A 

記録フォーマット DAT72 
DDS4 
DDS3 

インターフェース USB2.0 接続 

記録容量 36GB （DAT72 , 非圧縮時） 
20GB （DDS4 , 非圧縮時） 
12GB （DDS3 , 非圧縮） 

実効データ転送速度 *1 3MB/s （DAT72 カートリッジ使用時 , 非圧縮時） 

消費電流 大  5V:1.4A ,12V:1.2A 
通常  5V:1.1A ,12V:0.4A 

外形寸法（W×D×H） 149.4×154.0×41.3mm 101.6×154.0×41.3mm 

質量 約 1.0kg 約 690g 

 *1: ご使用のシステム環境によってはこの値を満たさない場合があります。 

 
 
 

サポート OS 
本ドライブのサポート OS については接続システム装置に依存します。 
システム装置添付のマニュアルをご確認ください。 
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内蔵ＤＡＴドライブ 

取扱説明書 

第４版    2014 年   6 月 

無断転載を禁止します。 

 
 
 

 株式会社 日立製作所 
ＩＴプラットフォーム事業本部 

〒 259-1392 神奈川県秦野市堀山下 1 番地 

http://www.hitachi.co.jp 

 UD571A/UD572A-4 

http://www.hitachi.co.jp/
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